
第５５号議案 

中間市中鶴地区定住促進住宅整備事業選定委員会設置条例 

この条例を別紙のとおり制定することについて、地方自治法第９６条第１項第１号の規定

により、議会の議決を求める。 

平成３０年１１月２７日提出 

中間市長  福田 浩   



中間市中鶴地区定住促進住宅整備事業選定委員会設置条例 

（設置） 

第１条 民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律（平成11年法律第

117号）第７条の規定により特定事業として選定された中鶴地区定住促進住宅整備事業

（以下「定住促進住宅整備事業」という。）について、当該事業を実施する事業者を公募

型プロポーザル方式により選定するに当たり、その手続を公平に行うため、中間市中鶴地

区定住促進住宅整備事業選定委員会（以下「選定委員会」という。）を設置する。 

（任務） 

第２条 選定委員会は、定住促進住宅整備事業に関し、提案書等及びプロポーザルの評価並

びにその他事業者の選定に係る審査及び評価を行い、その結果を市長に報告する。 

（組織） 

第３条 選定委員会は、委員15人以内をもって組織する。 

２ 市長は、次に掲げる者のうちから委員を委嘱する。 

(１) 学識経験を有する者 

(２) 福岡県の職員 

３ 市長は、次に掲げる本市の職員を委員に任命する。 

(１) 副市長 

(２) 建設産業部長 

(３) 前２号に掲げるもののほか、市長が適当と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、前条第２項の委嘱又は同条第３項の任命の日から優先交渉権者を選

定し定住促進住宅整備事業について契約を締結する日までとする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 選定委員会に委員長及び副委員長１人を置く。 

２ 委員長は、副市長をもって充てる。 

３ 委員長は、会務を掌理し、委員会を代表する。 

４ 副委員長は、建設産業部長をもって充てる。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は欠けたときは、その職務

を代理する。 

（会議） 

第６条 選定委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、その議長となる。 

２ 会議は、委員の過半数の出席によって成立する。 

３ 議長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見又は説明を聴く

ことができる。 

４ 会議は、非公開とする。ただし、選定委員会の同意があったときは、会議の一部又は全

部を公開することができる。 

（委員等の責務） 

第７条 委員は、直接間接を問わず、審査に係る提案等に参画してはならない。この場合に



おいて、委員が当該事業に関する提案等に参画したときは、選定委員会は、当該提案等を

審査対象から除外する。 

２ 委員及び会議に出席した者は、審査の過程において知り、又は知り得た情報を漏らして

はならない。ただし、市又は選定委員会が公表した情報については、この限りでない。 

（報酬及び費用弁償） 

第８条 委員が会議に出席した場合における１回当たりの報酬及び費用弁償は、次の表のと

おりとし、出席の都度支給するものとする。 

委員区分 報酬 費用弁償 

学識経験を有する者 8,000円 2,000円

福岡県の職員 ０円 2,000円

本市の職員 ０円 ０円

（庶務） 

第９条 選定委員会の庶務は、建設産業部都市計画課において処理する。 

（委任） 

第10条 この条例に定めるもののほか、選定委員会の運営に関し必要な事項は、市長が別に

定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（招集の特例） 

２ 第１回の会議は、第６条第１項の規定にかかわらず、市長が招集する。 


